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市場の混乱にもかかわらず業績は堅調 
 

 
      

 クレディ・アグリコル S.A. クレディ・アグリコル・グループ  

単位：百万ユーロ 
2026年度

第１四半期 

前年同期比増減率 2026年度第 1

四半期／2025年度第 1四半期 

2026年度第

１四半期 

前年同期比増減率 2026年度第 1

四半期／2025年度第 1四半期 
 

収益 6,994 +0.9% 10,000 +2.8%  

経費 -3,981 -0.2% -6,033 +0.7%  

営業総利益 3,013 +2.4% 3,967 +6.2%  

リスク関連費用 -547 +32.2% -960 +30.6%  

純利益グループ帰属分 1,676 +1.8% 2,097 +5.5%  

コスト比率 56.9% -0.6パーセント・ポイント 60.3% -1.3パーセント・ポイント  

四半期業績は好調 

- 四半期業績は向上(1)、全事業部門での継続的な事業活動と業務効率の改善がけん引 

- 収益は 3.2%増加し、コストは抑制され、その結果、同一条件ベースで費用伸び率に対する

収益の伸び率は 1.7パーセント・ポイントのプラス(2) 

- リスク関連費用は抑制されており、中東での紛争を背景に保守的に引当（クレディ・アグ

リコル・グループは残高に対して 30ベーシス・ポイント、クレディ・アグリコル S.A.は残

高に対して 38ベーシス・ポイント） 

- 収益性は堅調で、有形株主資本利益率は 13.7% 

全事業部門で活動は活発 

- 60万人の顧客を獲得、フランスとイタリアでデジタル・チャネルが下支え 

- フランスとイタリアの競争的な住宅市場でローン組成が堅調、企業向け貸付は活発、消費

者金融とモビリティの組成は底堅いが、自動車市場は目下、厳しい状況 

- 貯蓄部門と保険部門の活動は非常に活発 

- 法人営業及び投資銀行業務と資産運用サービス業務は、3 月の非常のボラティリティの高

い状況での市場の活況と投資銀行の好業績が寄与 

戦略事業の継続 

- Banco BPMの持分は 22.9%に増加 

- ウクライナの Bank Lviv買収で合意 

ドイツでデジタル貯蓄プラットフォーム「CA SAVINGS」を立上げ 

高いソルベンシーレシオ 

- クレディ・アグリコル・グループの段階的導入 CET1 レシオは 17.1%、クレディ・アグリ

コル S.A.の段階的導入 CET1レシオは 11.4% 
 

  

 

1 増減はすべて 2025年度第 1四半期比で見積りベース（Banco BPMは持分法で連結） 
2 アムンディ USの連結除外の影響（2025年度第 1四半期の収益に 9,000万ユーロ、費用に 6,700万ユーロ）と ICGの有価証券評価（2026年度第

1四半期に₋6,800万ユーロ）を除く 
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エリック・ヴィアル 
SAS Rue La Boétieの会長兼クレディ・アグリコル S.A.の取締役会議長 

 

「第 1 四半期の好調な業績は偶然ではなく、地域に根ざした独自の多様なモデルに基づいて
おり、四半期ごとにその妥当性が証明されています。比較的変動の激しい環境のなかで、ク
レディ・アグリコルは一貫性と責任感を持って、顧客を長期的に支援し、地域経済を維持
し、進行中の大きな変革に積極的に貢献するという使命を全面的に果たしています」 

 

オリビエ・ガヴァルダ 
クレディ・アグリコル S.A.最高経営責任者 

 

「課題はありますが、当グループは第 1 四半期、業績を堅実に伸ばしました。第 1 四半期の
業績はすべての事業部門における持続的な発展、顧客のデジタル・ジャーニーの加速、欧州
での拡大の継続を反映しています。効率的なコスト管理により、当グループは 2025年度第 1

四半期比で営業利益の 6.2%増を達成できました」 

 

 

 

 

 

 

2026年 4月 29日のクレディ・アグリコル S.A.の取締役会で、SAS Rue La Boétieが株式資
本の 65%を上限に、最高 8億ユーロまでクレディ・アグリコル S.A.の株式を購入する意向を
明らかにしました。当該取引の詳細は、SAS Rue La Boétie が本日、公表したプレスリリー
スに記載されています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本プレスリリースは、クレディ・アグリコル S.A.に加え、クレディ・アグリコル S.A.の各事業体とクレディ・アグリコル S.A.の 63.5%を保有するク
レディ・アグリコル地域銀行から構成されるクレディ・アグリコル・グループの業績についてコメントしています。 

クレディ・アグリコル・グループ、クレディ・アグリコル S.A.及び事業部門の業績、損益計算書と収益率の両方について、すべての財務テータが表

示されています。 
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クレディ・アグリコル・グループ 

当グループの活動 

当四半期における当グループの営業活動は、すべての事業部門で好調に推移し、顧客獲得も非常に高い

伸びとなりました。2026年第 1四半期、当グループのリテール・バンキング部門の新規顧客数が 60万

人で、内訳はフランス国内で 45 万人、国外（イタリア、ポーランド、エジプト、およびウクライナ）

で 15 万人でした。顧客獲得の勢いは、とりわけデジタル・オンボーディングが下支えし、フランス

（Ｌ by LCL Proを介して）とイタリアでは明らかに加速しています。こうした傾向の中心として、証券

口座や株式貯蓄プラン（PEA）の開設、住宅ローンでの原則オンライン承認の取得、Oriance の新規保

険契約の販売で Ma Banque のデジタル・ジャーニーが強化されています。同時に、この勢いはドイツ

での CA貯蓄部門のデジタル貯蓄プラットフォームの立上げによりさらに加速しています。 

2026年 3月 31日現在、リテール・バンキング部門では、オン・バランスシートの預金がフランス及び

イタリアで前年同期比 1.2%増の総額 8,450億ユーロ（地域銀行及び LCLで 1.1%増、イタリアで 1.9%

増）となりました。貸付残高は、フランス及びイタリアで前年同期比 1.9%増の総額 8,970億ユーロ（地

域銀行及び LCLで 1.8%増、イタリアで 2.3%増）となりました。フランスでは、ネットワークによって

傾向は異なるものの、住宅ローンの組成が安定した競争の激しい市場において、2025年第1四半期比で

全体で 6%増加しました。法人部門でも、活動は非常に底堅く、前年同期比 7%増となりました。CAイ

タリアの法人向けローンの組成は 2025 年度第 1 四半期に比べて倍増し、とりわけ活発で、住宅ローン

市場は非常に競争が激しくなりました。 

資産運用では、パッシブ運用（ETF、指数ソリューション）、それにアクティブ運用での債券、クレジ

ット、多様な戦略、それにプライベート・アセットが原動力となり、純資金流入が 320 億ユーロと非常

に高水準となりました。保険では、貯蓄・退職金の総資金流入額が 126 億ユーロ（2025 年度第 1 四半

期比 19%増）となり、ユニット・リンク型商品の比率は 34.7%で、フルデジタルの新しい生命保険商品

である Oriance の発売が予定されています。純流入額は過去最高の 57 億ユーロに達し、ユーロ建て商

品とユニット・リンク型商品でともに増加しました。損害保険に関しては、業績は、保険料の引上げと

2026年 3月末時点で 1,800万件の契約ポートフォリオ（前年同期比 7.3%増）が下支えしました。運用

資産は資産運用および貯蓄で 3 兆 750 億ユーロ（前年同期比 6.9%増）となり、内訳は資産運用で 2兆

3,980万ユーロ、保険で 3,780億ユーロは保険、ウェルス・マネジメントで 2,990億ユーロでした。 

SFS 部門の事業活動は堅調でした。CAPFM の組成は、自動車市況の低迷が続くなかでも、底堅く推移

しました。組成額は 2025 年度第 1 四半期比 3.5%増の 114 億ユーロで、すべての事業部門で伸びまし

た。消費者金融残高は 2025年 3月末比で 1.9%増の 1,230億ユーロに増加し、原動力となったのは国際

消費者金融で、自動車部門は安定的でした（CAAB と中国では減少、Leasys では増加）。CAL&F の活

動に関しては、リースの新規組成が、フランス国外の事業体全体での伸びと Merca Leasingの連結が補

ったものの、フランスの低調な環境のなかで、2025 年 3月比 1.3%減とわずかながら減少しました。フ

ァクタリングの組成は、フランスおよびドイツの大型案件（2025 年度第 1 四半期比 53%増）が原動力

となり、高水準となりました。 

大口顧客部門は今四半期、力強い伸びとなりました。投資銀行業務はストラクチャード・エクイティ、

合併、買収、それにエクイティ・キャピタル市場の活動が原動力となり、好業績となりました（為替変

動の影響を除くと 2025年度第 1四半期比 29.4%増）。資本市場業務は、発行市場の減速（FICCは為替

変動の影響を除くと 6.4%減）が影響しました。ファイナンス業務は、キャッシュ・マネジメントと輸

出金融の活動は好調でしたが、レバレッジド・バイアウト（LBO）が減速し、2025 年度第 1 四半期比

6.0%減と低下しました（為替変動の影響を除くと 1.1%減）。ストラクチャード・ファイナンス業務は、

2025 年度第 1 四半期が好調であったことからやや低下しました（為替変動の影響を除くと 3.7%減）。

資産運用サービス業務は、新規顧客の獲得と 2025年度第 2四半期の Degroof Petercamの業務の統合が

下支えし、カストディ資産と運用資産が高水準になりました（6 兆 1,260 億ユーロと 3兆 8,300 億ユー

ロ）。受渡決済金額は、3月の市場変動を背景に大幅に増加しました。 

 



 

プレスリリース – 2026年度第 1四半期 

 

 
4/30 

 

移行支援の継続 

クレディ・アグリコル・グループは、当グループの計画、Act 2028で発表した 2028年の新たな 3つの

持続可能ファイナンス目標を定め、移行支援を強化しています。 

当グループは 2028 年までにグリーン燃料融資と化石燃料融資の割合を 90 対 10 にすることを目指して

います。当該割合は、低炭素エネルギー源に関連するエクスポージャーと化石燃料（石油、ガス、石炭）

の採掘に関連するエクスポージャーの比率で測定します。2024年末および 2025年末では、それぞれ 84

対 16と 89対 11でした。 

当グループは、環境および社会移行に関する融資残高(3)を 2028年末までに 2,400億ユーロにすることを

目指しています。当該残高は 2025年 12月 31日時点で 2,200億ユーロで、主な内訳は環境移行に関す

る残高が 1,190億ユーロ、社会的包摂および結束に関する残高が 780億ユーロでした。これに対して、

2024年 12月 31日時点では 2,020億ユーロで、主な内訳は環境移行に関する残高が 1,140億ユーロ、社

会的包摂および結束に関する残高が 710億ユーロでした。 

最後に、BFIはサステナブル・ファイナンス(4)からの年間収益を 2028年度までに 10億ユーロに引き上

げることを目指しています。2024年度と 2025年度の当該収益はそれぞれ、6億 5,500万ユーロと 7億

2,900万ユーロでした。 

  

 

3 環境移行への融資、社会的包摂および移行全般への融資 
4 市場基準および当グループの基準に準拠した持続可能な財務構造の取引 
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当グループの業績 

2026 年度第 1 四半期には、クレディ・アグリコル・グループの純利益グループ帰属分は、営業総利益

の大幅増がけん引し、2025年度第 1四半期比 5.5%増の 20億 9,700万ユーロとなりました。 

 
5 

2026年度第1四半期の収益は、地域銀行の純利鞘の急増（2025年度第1四半期比34.3%増）が寄与し、

2025年度第 1四半期比 2.8%増の 100億ユーロとなりました。営業費用は 60億 3,300万ユーロと抑制

され、前年同期比 0.7%増とおおむね安定しました。その結果、営業総利益は 39億 6,700万ユーロとな

り、2025 年度第 1 四半期と比べて 6.2%増（同一条件下では 8.7%増6）となりました。コスト比率は

60.3%となり、2025年度第 1四半期と比べて 1.3パーセント・ポイント改善しました。 

信用リスク関連費用は、前年同期比 30.6%増の 9億 6,000万ユーロでした。これには、7億 5,500万ユ

ーロの不良債権（ステージ 3）の純増、1億 5,900万ユーロの正常債権（ステージ 1およびステージ 2）

の保守的引当が含まれます。後者は、8,000万ユーロの IFRS第 9号のシナリオの見直しの影響と中東の

紛争に伴う 2,800 万ユーロの地域セクター別リスクの引当を含みます。また注目すべきこととして、そ

の他のリスクが 4,600万ユーロ純増しており、これには CAPFMの 1,700万ユーロの英国の自動車ロー

ンに関する法的リスクに対する追加の訴訟引当金などが含まれます。引当水準は、いくつかの加重経済

シナリオを考慮し、センシティブなポートフォリオに一定率の調整を加えることによって決定されまし

た。当該シナリオの重み付けは、中東の紛争とそのマクロ経済的影響を反映するため、2025年第 4四半

期と比べて中程度の悪影響シナリオの重み付けを引き上げることで、2026年度第 1四半期に調整されて

います。2026年度第1四半期の加重経済シナリオは前四半期に使用したものと同じです。残高に対する

リスク関連費用7はローリング 4 四半期ベースで 30 ベーシス・ポイント、年換算の四半期ベースで 31

ベーシス・ポイントでした8。 
  

 

5 増減はすべて 2025年度第 1四半期比で見積りベース（Banco BPMは持分法で連結） 
6 アムンディ USの連結除外の影響（2025年度第 1四半期の収益に 9,000万ユーロ、費用に 6,700万ユーロ）と ICGの有価証券評価（2026年

度第 1四半期に-6,800万ユーロ）を除く 
7 ローリング 4四半期のリスク関連費用／残高（ベーシス・ポイント）は、過去 4 四半期のリスク関連費用を、当該 4四半期の各期首時点の残

高の平均で除して算出されています。 
8 年換算のリスク関連費用／残高（ベーシス・ポイント）は、当四半期のリスク関連費用を 4 倍し、当四半期の期首時点の残高で除して算出さ
れています。 

クレディ・アグリコル・グループの 2026年度第 1四半期および 2025年度第 1四半期の連結業績 
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当四半期の税引前利益は、2025年度第 1四半期比で 3.9%増の 33億 500万ユーロでした。これには、

ICGの初回連結の影響や資産運用部門に対する Victory Capitalに関連する連結範囲変更の影響(9)など、2

億 7,100万ユーロの持分法適用会社からの寄与（2025年度第 1四半期比で 9,400万ユーロ増）が含まれ

ます。税金費用は前年同期比で 2.1%増の 10億 2,100万ユーロでした。 

非支配持分控除前の純利益は前年同期比で 4.8%増加して 22億 8,400万ユーロとなりました。非支配持

分は 600万ユーロ減少しました。 

地域銀行 

顧客獲得総数は 32 万人増となりました。主に要求払預金を利用している顧客の割合とデジタル・ツー

ルを利用する顧客の割合は引き続き増加しました。クレジットの市場シェア（クレジット全体）は 23%

（2026年 1月末時点。出所：フランス銀行）で、2025年 1月と比べて 0.4パーセント・ポイント上昇

しました。ローン組成は好調に推移し、住宅ローン（2025年度第1四半期比 11.7%増）と専門市場（同

9.5%増）により、2025年度第 1四半期比で 10%増加しました。住宅ローンの平均貸出金利は 3.05%と

なりました10世界全体の貸付残高率は前年同期比で改善しました（+10 ベーシス・ポイント）。2026 年

3月末の貸付残高は合計 6,610億ユーロで、すべての市場で前年同期比 1.9%増となり、前四半期比では

0.4%増とわずかに増加しました。 

2026年 3月末時点の顧客資産は前年同期比 3.1%増の 9,444億ユーロとなりました。この伸びの原動力

は、6,126億ユーロとなったオン・バランスシートの預金（前年同期比 1.6%増）と、生命保険への好調

な資金流入の恩恵を受けて3,318億ユーロとなったオフ・バランスシートの預金（前年同期比 6.1%増）

でした。オン・バランスシートの預金の市場シェアは前年比で増加し、20.5%となりました（出所：フ

ランス銀行の 2026年 1月末のデータ。2025年 1月末比 0.4パーセント・ポイント上昇）。2026年 3月

末の損害保険のクロスセル・レート11は 44.9%となり、引き続き上昇しました（2025年 3月末と比べて

0.7 パーセント・ポイント上昇）。支払手段では、カード枚数が前年同期比 1.6%増加し、プレミアムカ

ードの割合が総数ベースで前年同期比 3パーセント・ポイント増加しカード全体の 20%を占めました。 

2026 年度第 1 四半期、地域銀行の連結収益は 35億 9,800 万ユーロとなり、2025 年度第 1 四半期から

7.8%増加しました。調達資金コストの低下に伴う純利鞘の急激な上昇（2025 年度第 1 四半期比 34.3%

増）が収益の原動力となりました。手数料収入は、生命保険の手数料収入の伸びにより一部相殺された

ものの、保険金請求と、口座管理および支払手段における手数料収入の減少が影響しました。営業費用

は抑制されたものの、増加しました。コスト比率は、2025年度第 1四半期と比べて 3.3パーセント・ポ

イント改善しました。リスク関連費用は過去四半期並みの 4億 1,200万ユーロとなりました。残高に対

するリスク関連費用（年換算の四半期ベース）は 25ベーシス・ポイント（2025年度 4四半期比で 2ベ

ーシス・ポイント上昇）と抑制されました。地域銀行の連結純利益は 4億 1,200万ユーロとなり、2025

年度第 1四半期から 19%増加しました。 

2026 年度第 1 四半期におけるクレディ・アグリコル・グループの業績への地域銀行の寄与は、2025年

度第 1四半期比 23%増の 4億 2,100万ユーロでした。 
  

 

9 アムンディの ICG持分の初回連結による一時的な影響（8,500万ユーロ）と Victory Capitalの連結範囲変更の影響（3,100万ユーロ） 
10 2026年 1月および 2月の住宅ローンの平均貸出金利 
11 住宅保険、自動車保険、医療保険、弁護士保険、すべてのモバイルもしくはポータブル保険、または個人損害保険のクロスセル・レート 
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クレディ・アグリコル S.A. 

業績 

2026年度第 1四半期の財務諸表を検証するため、エリック・ヴィアルを議長とするクレディ・アグリコ

ル S.A.の取締役会が 2026年 4月 29日に開かれました。 

 
12 

2026年度第 1四半期には、クレディ・アグリコル S.A.の純利益グループ帰属分は、2025年度第 1四半

期から 1.8%増加し、16億 7,600万ユーロとなりました。 

収益は 69億 9,400万ユーロとなり、2025年度第 1四半期に比べて 0.9%増加し、同一条件下では133.2%

増加しました。営業費用は 39億 8,100万ユーロとなり、2025年度第 1四半期と比べてやや減少しまし

た（0.2%減）。営業総利益は 30億 1,300ユーロとなり、2025年度第 1四半期比で 2.4%増加しました

（同一条件下では 13135.5%増）。この結果、2026年度第 1 四半期の乖離効果は同一条件下で 13131.7パ

ーセント・ポイントのプラスとなりました。 

2026年 3月 31日現在、リスク指標はクレディ・アグリコル S.A.の資産とリスクに対する引当水準の質

の高さを裏付けています。不良債権比率は前四半期比で 0.1 パーセント・ポイント低下し、2.3%と依然

低水準にあります。不良債権引当率14は前四半期比で1.1パーセント・ポイント上昇し、72.6%の高水準

になりました。クレディ・アグリコル S.A.の貸倒引当金は 97億ユーロで、2025年 12月末から 1億ユ

ーロ増加しました。これらの貸倒引当金のうち、35.2%は正常債権に対するものでした。 

リスク関連費用は 5 億 4,700 万ユーロの純増となり、2025 年度第 1四半期と比べて 32.2%増加しまし

た。これには、4億 500万ユーロの不良債権（ステージ 3）に関する純増（2025年度第 1四半期は 4億

1,100万ユーロの純増）や 1億 200万ユーロの正常債権（レベル 1及び 2）に関する純増（2025年度第

1四半期はほぼゼロの純増）が含まれます。正常債権の純増には、3,800万ユーロの IFRS第 9号におけ

 

12 増減はすべて 2025年度第 1四半期比で見積りベース（Banco BPMは持分法で連結） 
13 アムンディUSの連結除外の影響（2025年度第 1四半期に 9,000万ユーロ）と ICGの有価証券評価（2026年度第 1四半期に-6,800万ユーロ）

を除く 
14 ステージ 3の残高を分母とし、ステージ 1、2及び 3で計上された引当金の合計を分子として計算した引当率 

クレディ・アグリコル S.A.の 2026年度第 1四半期および 2025年度第 1四半期の連結業績 
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るシナリオの見直しによる影響や中東の紛争に伴う 2,800 万ユーロの地域セクター・リスクに関する引

当が含まれます。また注目すべきこととして、その他のリスクに関して 3,900 万ユーロ純増しており

（2025年度第 1四半期は 200万ユーロの純増）、CAPFMで英国の自動車ローンに関する法的リスクに

対する 1,700 万ユーロの追加の法的引当金などが含まれます。事業ライン別では、当四半期の純増は専

門金融サービス部門が 51%（2025年度第 1四半期は 60%）、LCL部門が 21%（2025年度第 1四半期

は 22%）、国際リテール・バンキング部門が 13%（2025 年度第 1 四半期は 16%）、大口顧客部門が

9%（2025年度第 1四半期は-6%）、コーポレート・センター部門は 3%（2025年度第 1四半期は 5%）

を占めました。引当水準は、いくつかの加重経済シナリオを考慮し、センシティブなポートフォリオに

一定率の調整を加えることによって決定されました。当該シナリオの重み付けは、中東の紛争とそのマ

クロ経済的影響を反映するため、2025年第 4四半期と比べて中程度の悪影響シナリオの重み付けを引き

上げることで、2026年度第 1四半期に調整されています。2026年度第 1四半期の加重経済シナリオは

前四半期に使用したものと同じです。2026年度第 1四半期には、残高に対するリスク関連費用がローリ

ング 4 四半期ベース15 で 38 ベーシス・ポイント、年換算の四半期ベース16で 38 ベーシス・ポイントと

なりました（2025年度第 1四半期からそれぞれ 4ベーシス・ポイントと 8ベーシス・ポイント悪化）。 

持分法適用会社の寄与は、ICGの初回連結の影響および資産運用部門に対する Victory Capital関連の連

結範囲変更の影響(17)などを含め、2025年度第 1四半期の 1億 4,900万ユーロに対して、2026年度第 1

四半期に 2億 4,200万ユーロとなりました。CAPFMでは、中古車販売の減少が Leasysに重くのしかか

り、また GAC Sofincoに関して不利なベース効果がありました。よって、非継続事業と非支配持分控除

前の税引前利益は 1.1%増加して 19億 1,600万ユーロとなりました。税金費用は 7億 9,000万ユーロと

なり、前年比で安定的でした。非支配持分控除前の純利益は 1.1%増加して 19億 1,600万ユーロとなり

ました。非支配持分は 2026年度第 1四半期、3.5％減少し、2億 4,100万ユーロとなりました。 

  

 

15 ローリング 4四半期のリスク関連費用／残高（ベーシス・ポイント）は、過去 4 四半期のリスク関連費用を、当該 4四半期の各期首時点の残
高の平均で除して算出されています。 

16 年換算のリスク関連費用／残高（ベーシス・ポイント）は、当四半期のリスク関連費用を 4 倍し、当四半期の期首時点の残高で除して算出さ

れています。 
17 アムンディの ICG持分の初回連結による一時的な影響（8,500万ユーロ）と Victory Capitalの連結範囲変更の影響（3,100万ユーロ） 
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クレディ・アグリコル S.A.の各事業部門の活動及び業績の

分析 

アセット・ギャザリング部門の活動 

2026 年 3 月末時点のアセット・ギャザリング（AG）部門の運用資産は、当四半期中の不利な市場の影

響で一部相殺されたものの、とりわけアセット・マネジメントと保険での純資金流入により、前四半期

と比べて 240億ユーロ（0.8%）増加し、合計 3兆 750億ユーロとなりました。前年同期比では、運用資

産は 1,980億ユーロ（6.9%）増加しました。 

保険事業（クレディ・アグリコール・アシュアランス）は非常に好調に推移し、総収益は 170億ユーロ

と過去最高水準で、2025年度第 1四半期に比べて 14.5%増加18しました。 

貯蓄・退職保険部門では、2026年度第 1四半期の収益は 126億ユーロに達し、2025年度第 1四半期と

比べて 16.0%増加しました。これは、フランスの家計の貯蓄率、地域銀行向けの 100%セルフケアの新

保険 Orianceの発売（2月 23日に発売された商品がわずか１か月余りで 10万件の契約締結）、それに

ユーロ支払いに関する保険契約者利益分配の優遇措置の再開が原動力となりました。総流入額は、ユニ

ット・リンク型商品（17.3%）とユーロ建て商品（15.3%増）で勢いが明確にみられます。総流入額に

占めるユニット・リンク型商品の比率19は 34.7%と、2025 年度第 1 四半期比で上昇しました（0.4ポイ

ント上昇）。純流入額はさらに大幅に伸び、過去最高の 57 億ユーロ（2025 年度第 1 四半期比で 18 億

ユーロ増）となりました。そのうち、ユーロ建てファンドの純流入額が 30 億ユーロ、ユニット・リン

ク型商品に関する純流入額が 27億ユーロでした。 

運用資産（貯蓄、退職、及び葬儀保険）は引き続き増加し、3,781 億ユーロ（前年同期比 257 億ユーロ

増、7.3%増、また 2025年 12月比 50億ユーロ増、1.4%増）となりました。市場効果はマイナス 7億ユ

ーロでした。運用資産残高に占めるユニット・リンク型商品の比率は 30.8%で、2025年 3月末比で 0.8

パーセント・ポイント上昇し、2025年 12月末比で 0.4パーセント・ポイント低下しました。 

損害保険事業では、2026年度第 1四半期の保険料収入は 29億ユーロと、2025年度第 1四半期と比べて

10.0%増加20しました。平均保険料は、気候変動や修繕費の上昇に伴う料率引上げと商品構成の変化に

よるプラスの価格効果から恩恵を受けました。契約ポートフォリオは 2026 年 3 月末時点で 1,800 万件

となりました（前年比 7.3%増(21)）。クレディ・アグリコル・グループの銀行の個人顧客間のクロスセ

ル・レートは、前年比で地域銀行（44.9%、0.7 パーセント・ポイント増）、LCL（28.7%、0.7 パーセ

ント・ポイント増）、CA イタリア（21.1%、0.8 パーセント・ポイント増）において引き続き上昇しま

した。最後に、2026年 3月末のコンバインドレシオは、第 1四半期における高水準の気候関連の保険金

により、95.7%(22)と前年比で 2.5パーセント・ポイント上昇しました。 

死亡・高度障害、債権者及び団体保険では、2026年度第 1四半期の保険料収入は 15億ユーロとなり、

2025 年度第 1 四半期から 10.7%増加23しました。個人死亡・障害保険は、平均保証額の増加に伴い

8.5%24増加しました。債権者保険は、PiùVera Assicurazioniと PiùVera Protezioneの連結などにより、

8%増加しました。連結範囲調整後の比較可能ベースでは、安定的でした（2025年度第 1四半期比 0.5%

増）。団体保険は、特に 2025年 7月 1日の IEG契約の発効に伴い、急増しました（2025年度第 1四半

期比 28.7%増）。 

資産運用（アムンディ）では、アムンディの運用資産は、2026年 3月末時点で過去最高の 2兆 3,980億

ユーロに達し、前期比 0.8%増、前年比 6.7%増となりました。  

 

18 連結範囲調整後の比較可能ベース（Abanca SG、PiùVera Assicurazioni、PiùVera Protezioneを除く）では、総収益は 13.6%増 
19 国内基準による 
20 連結範囲調整後の比較可能ベース（Abanca SGと PiùVera Assicurazioniを除く）では、収益は 7.5%増 
21 連結範囲調整後の比較可能ベース（Abanca SGと PiùVera Assicurazioniを除く）では、保険ポートフォリオは 1,720万件で、2025年 3月末

と比べて 2.3%増 
22 割引を含め、割戻を除いた再保険料控除後のフランスの損害保険（Pacifica）のコンバインドレシオは、総経過保険料に対する（保険金+営業

費用+手数料収入）。割引の効果を除いたコンバインドレシオは 99.0%（前年比+3.1パーセント・ポイント） 
23 連結範囲調整後の比較可能ベース（Abanca SG、PiùVera Assicurazioni、PiùVera Protezioneを除く）では、収益は 5.8%増 
24 連結範囲調整後の比較可能ベース（PiùVera Protezioneを除く）では、収益は 6.9%増 
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運用資産に寄与したのは、当四半期の高水準の資金流入（320億ユーロ、年換算では 2025年 12月末比

で 5%の資金流入）で、140億ユーロのマイナスの市場及び為替効果を補いました。 

資産クラス別では、JV（ジョイント・ベンチャー）や Victory Capitalを除くと、純流入の原動力となっ

たのは 310億ユーロの中長期の純資金流入（年換算で 7％増）で、ETFや指数ベースのソリューション

への大幅な資金流入（+240 億ユーロ）、債券／クレジットや多様な戦略が原動力となったアクティブ

運用（+70億ユーロ）、それにプライベート・アセット（+30億ユーロ）が寄与しました。 

顧客別では、リテール、機関投資家、それにジョイント・ベンチャーの純資金流入はプラスとなりまし

た。リテール・セグメント（+132 億ユーロ）では、第三者の流通業者の高い勢いの継続（+224 億ユー

ロの過去最高の純流入）が純流入に寄与し、UniCredit のネットワークの 90 億ユーロの流出を補いまし

た。機関投資家セグメントでは、退職貯蓄の勢いが原動力となり、第 1四半期に 157億ユーロの純流入

となりました。最後に、関連会社セグメント（JVと Victory Capitalを含む）は、中国およびインド市場

の低迷やルピーの為替レート下落にもかかわらず、当四半期に 31億ユーロの純流入となりました。 

ウェルス・マネジメントでは、総運用資産（CA インドスエズ・ウェルス・マネジメントと LCL プライ

ベート・バンキング）は 2026年 3月末現在で 2,990億ユーロとなり、2025年 3月末から 7.4%増加し、

2025年 12月末から 0.2%増加しました。 

インドスエズ・ウェルス・マネジメントでは今四半期、BNP Paribas のモナコにおける Wealth 

Managementの顧客の獲得が完了しました。Degroof Petercamの統合に関するシナジーの向上率は 40%

でした。 

インドスエズ・ウェルス・マネジメントの 2026 年 3 月末の運用資産は、プラスの純流入額とモナコに

おける BNPPのポートフォリオの統合（合計で+25億ユーロ）により、為替レートの悪影響や市場の影

響にもかかわらず、2025 年 12 月末から 0.4%増加して 2,340 億ユーロ(25)となりました。商業活動は当

四半期に大幅に増加し、特に当四半期中の市場ボラティリティを原動力として取引利益は 2025年度第1

四半期比で 10%増加し、貸付残高は 16%増加しました。 

運用資産は 2025年 3月末比で 206億ユーロ（9.7%）増加しましたが、これは純資金流入、79億ユーロ

に上る BNP Monaco から取得した運用資産の影響、Banque Thaler の統合の影響（2025年度第 3 四半

期に+33億ユーロ）、それに当四半期おおむねプラスの市場及び為替効果が原動力となりました。 

アセット・ギャザリング部門の業績 

2026年度第 1四半期のアセット・ギャザリング部門の収益は 19億 6,000万ユーロとなり、2025年度第

1四半期に比べて 4.8%減少（同一条件下では増加 6）しました。経費は 2025年度第 1四半期比 1.8%減

の 9億 1,900万ユーロ（同一条件ベース 6では増加）、営業総利益は同 7.3%減の 10億 4,000万ユーロ

となりました。2026年度第 1四半期のコスト比率は、前年同期比で 1.5パーセント・ポイント上昇し、

46.9%となりました。持分法適用会社の寄与は、3,100 万ユーロの Victory Capital 寄与と ICGの初回連

結に伴う 8,500万ユーロのプラスの影響がとりわけ原動力となり、2025年度第 1四半期の 2,800万ユー

ロに対して、1億 4,400 万ユーロとなりました。その結果、2026 年度第 1 四半期の税引前利益は 2.4%

増加し、11 億 6,600 万ユーロとなりました。純利益グループ帰属分は 3.0%増の 7億ユーロとなりまし

た。 

2026 年度第 1 四半期、アセット・ギャザリング部門はクレディ・アグリコル S.A.の主力事業（コーポ

レート・センター部門を除く）の純利益グループ帰属分の38%に寄与し、収益の27%に寄与しました。 

2026年 3月 31日現在で同部門に配分された自己資本は 149億ユーロで、この内訳は、保険が 116億ユ

ーロ、資産運用が 23億ユーロ、ウェルス・マネジメントが 10億ユーロでした。同部門のリスク・ウェ

 

25 機関投資家顧客のカストディ資産を除く 
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イト資産は 552億ユーロで、この内訳は、保険が 256億ユーロ、資産運用が 209億ユーロ、ウェルス・

マネジメントが 88億ユーロでした。 

保険事業の業績 

2026年度第 1四半期の保険事業の収益は 7億 400万ユーロとなり、2025年度第 1四半期に比べて 3.2%

減少しました。収益については、2025 年度第 3 四半期にはスペインの事業体 Abanca Seguros 

Generalesの統合、2025年度第4四半期には死亡・高度障害、債権者、損害保険分野でのBanco BPM、

PiúVera Assicurazioni、それに PiúVera Protezioneと共同のイタリア事業体が寄与しました。この 3つ

の事業体は当四半期の収益に 1,750 万ユーロの影響を及ぼしました。為替変動の影響を除くと、収益高

は気候関連の保険金（フランスおよびポルトガルでの暴風雨と洪水）の増加により 5.6%減少しました

が、損害保険セグメントでは過年度に関する有利な決済により一部相殺されました。退職貯蓄は、市況

の悪影響はあったものの、販売の力強い伸びにより収益が増加しました。当四半期の保険事業の収益の

内訳は、貯蓄・退職金保険及び葬儀保険が 5 億 2,000万ユーロ26、個人保障が 1 億 500 万ユーロ27、損

害保険が 8,900万ユーロ28でした。 

2026年 3月末時点の契約上のサービスマージン（CSM）は合計で 270億ユーロとなり、2025年 3月末

に比べて 4.6%増加し、2025年 12月末に比べて 1.9%減少しました。今四半期は、CSMの配分を上回る

新規事業の寄与による恩恵を受けましたが、市況の変動がポートフォリオの再評価にマイナスの影響を

及ぼしました。 

当四半期の帰属不能の費用は 1 億 800 万ユーロで、2025 年度第 1 四半期から 12.6%増加しました。こ

の増加は、主に Banco BPMとの共同でのイタリアの事業体の統合と Abanca SGによる-700万ユーロの

影響によるものです。これにより、営業総利益は 5億 9,600万ユーロとなり、2025年度第 1四半期と比

べて 5.5%減少しました。税引前純利益は 5.6%減の 5億 9,600万ユーロとなりました。税金費用は 1億

7,200万ユーロとなり、2025年度第 1四半期比で 1,800万ユーロ減少しました。純利益グループ帰属分

は、2025年度第 1四半期比で 3.9%減の 4億 2,200万ユーロでした。 

保険事業は、2026 年 3 月末時点におけるクレディ・アグリコル S.A.の事業部門（コーポレート・セン

ター部門を除く）の純利益グループ帰属分の 23%に寄与し、（コーポレート・センター部門を除いた）

収益の 10%に寄与しています。 

資産運用の業績 

2026年度第 1四半期の収益は 8億 1,400万ユーロとなり、2025年度第 1四半期に比べて 8.8%減少しま

した。アムンディ USの連結除外(29)および ICGの影響(30)の修正再表示後では、収益は 2025年度第 1四

半期と比べて 9.9%増加しています。純運用報酬・手数料収入は、運用資産の増加が原動力となり、商

品構成および顧客構成の変化による利鞘の微減にもかかわらず、2025年度第 1四半期に比べて 6％増加

（連結範囲変更の影響を除く）しました。アムンディ・テクノロジーの収益は、2025年度第 1四半期と

比べて 21%増加となりました。成果報酬は 8,700万ユーロとなりました。営業費用は 4億 6,700万ユー

ロとなり、2025年度第 1四半期と比べて 6%減少しました。アムンディ USの連結除外の影響(31)を除く

と、営業費用は営業利益の増加や投資の継続に伴い、8.7%増加しました。コスト比率は 57.3%に上昇し

ました（2025年度第 1四半期に比べて 1.7パーセント・ポイント上昇）。ICGの影響を除くと、52.9%

となりました。営業総利益は 3億 4,800万ユーロとなり、2025年度第 1四半期と比べて 12.2%減少しま

した。ICG の影響の修正再表示後では、5%増加しています。持分法適用会社の寄与は、アムンディの

アジアのジョイント・ベンチャーの寄与（2,900万ユーロ、4％増加、インド・ルピーの下落が影響）、

 

26 契約上のサービスマージン（CSM）、損失項目及びリスク調整（RA）の配分額や再保険を除いた営業差異など 
27 CSM、損失項目及び RAの配分額や再保険を除いた営業差異など 
28 再保険費用控除後（業績を含む） 
29 2025年度第 1四半期のアムンディ USの連結除外に伴う連結範囲変更の影響：収益が 9,000万ユーロ、費用が 6,700万ユーロ 
30 ICGの 1回限りの影響：有価証券評価に関連して収益が-6,800万ユーロ、初回連結の影響に関連して持分法適用による利益が 8,500万ユーロ 
31 2025年度第 1四半期のアムンディ USの連結除外に伴う連結範囲変更の影響：収益が 9,000万ユーロ、費用が 6,700万ユーロ 
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Victory Capital からの新規寄与（3,100 万ユーロ、シナジーの実現が寄与）、それに ICG の初回連結の

影響（8,500万ユーロ(32))などで、1億 4,400万ユーロとなりました。その結果、税引前利益は4億8,900

万ユーロとなり、2025年度第 1四半期から 16.5%増加しました。税金費用は 1億 5,100万ユーロでした

（2025 年度第 1 四半期は 1 億 4,500 万ユーロ）。非支配持分は当期、1 億 1,400 万ユーロとなりまし

た。純利益グループ帰属分は、2025年度第 1四半期と比べて 21.8%増の 2億 2,300万ユーロでした。 

資産運用は、2026 年 3 月末におけるクレディ・アグリコル S.A.の事業部門（コーポレート・センター

部門を除く）の純利益グループ帰属分の 12%に寄与し、収益の 11%に寄与しました。 

ウェルス・マネジメントの業績33 

2026年度第 1四半期、ウェルス・マネジメントの収益は 4億 4,100万ユーロとなり、2025年度第 1四

半期から 0.6%微増しました。当該収益は手数料収入の増加（2025 年第 1 四半期比 6%増）が原動力と

なりましたが、純受取利息は金利低下を背景にわずかながら減少しました。また、連結範囲変更の影響

は全体ではマイナスで、Degroof Petercamの業務の移管（CACEISによる預託銀行業務の再開とクレデ

ィ・アグリコル CIBとの市場業務の再編）は Banque Thalerの事業の買収（850万ユーロ増）により一

部相殺されました。当四半期の経費は、統合費用の影響(34)や連結範囲変更の影響(35)を考慮すると、

2025年度第1四半期比0.3%増の3億4,500万ユーロとなりました。これらの項目の修正再表示後では、

経費は 2025 年度第 1 四半期と比べて 1.0%減となりました。2026年度第 1 四半期のコスト比率は、前

年同期比で0.2パーセント・ポイント微減し、78.2%となりました。統合費用を除くと、75.3%でした。

営業総利益は 9,600万ユーロとなり、2025年度第 1四半期と比べて 1.3%増加しました。リスク関連費

用は当四半期、1,400 万ユーロでした。純利益グループ帰属分は、2025 年度第 1 四半期比で 4.9%減の

5,500万ユーロとなりました。 

ウェルス・マネジメントは、2026 年 3 月末時点におけるクレディ・アグリコル S.A.の事業部門（コー

ポレート・センター部門を除く）の純利益グループ帰属分の 3%に寄与し、（コーポレート・センター

部門を除いた）収益の 6%に寄与しています。 

大口顧客部門の活動 

2026年度第 1四半期には、法人営業及び投資銀行部門（CIB）の良好な業績と資産運用サービス部門の

活発な事業活動により、大口顧客部門の事業活動は良好でした。 

2026年度第 1四半期に、法人営業及び投資銀行部門の収益は 18億 1,200万ユーロに減少し、2025年度

第 1四半期に比べて 4.0%減（為替の影響を除くと 0.3%減）となりました。資本市場及び投資銀行業務

の収益は、模様眺めの市場のなかで資本市場業務で 9.0%減少（為替の影響を除くと 6.4％減少）し、投

資銀行部門のストラクチャード・エクイティ、M&Aおよびエクイティ・キャピタル市場業務で 26.9%増

（為替の影響を除くと 29.4%増）と高い勢いのなか、2025年度第 1四半期比で 2.2％減（為替の影響を

除くと 0.4%増）の 9億 9,500万ユーロに減少しました。ファイナンス業務の収益は、アセット・ファイ

ナンスが好調であった 2025年度第 1四半期を受けてストラクチャード・ファイナンスでは 8.3%減（為

替の影響を除くと 3.7%減）、商業銀行事業では 4.8%減（為替の影響を除くと 0.3%増と安定的）とな

り、資金管理事業と輸出ファイナンス事業の好業績が補ったものの、地政学的情勢に伴うLBO業務の減

速を反映して、2025 年度第 1 四半期比 6.0％減（為替の影響を除くと 1.1%減）の 8 億 1,700 万ユーロ

となりました。 
  

 

32 ICGの 1回限りの影響：有価証券評価に関連して収益が-6,800万ユーロ、初回連結の影響に関連して持分法適用による利益が 8,500万ユーロ 
33 インドスエズ・ウェルス・マネジメントの連結範囲 
34 2026 年度第 1 四半期の統合費用は前年同期の 1,270 万ユーロ（Degroof Petercam）に対して 1,260 万ユーロ（Degroof Petercam、Banque 

Thaler、BNP Paribasのモナコのポートフォリオ） 
35 Banque Thaler（-520万ユーロ）の影響、CACEISによる預託業務の再開、および BNP Paribasのモナコの顧客ポートフォリオの取得（+70万
ユーロ） 
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クレディ・アグリコル CIBは、ユーロ建てグリーンボンド、ソーシャルボンド、サステナブルボンドで

第 2位(36)、世界全体のすべてのユーロ建債で第 3位 36となり、シンジケート・ローンにおける強い地位

（フランスで第 3位(37)、EMEAで第 5位(37)）を確認しました。2026年度第 1四半期の規制上の VaRの

平均は、地政学的な緊張と不透明性を背景に 920万ユーロとなり、2025年度第 1 四半期の 970万ユー

ロからわずかながら減少しました。慎重なリスク管理を反映した水準で推移しました。 

資産運用サービス事業では、新規顧客の獲得と、2025年第 2四半期の Degroof Petercamの事業買収に

よる連結範囲変更の影響が 2025年度第 1四半期比での事業成長の原動力となりました。 

カストディ資産は 2026 年 3 月末時点で、2025年 12 月末比 3.9%増、2024 年 3月末比 12%増の 6 兆

1,260億ユーロとなりました。管理資産も 2026年 3月末時点で、前四半期比 3.4%増、前年同期比 7.1%

増の 3 兆 8,300 億ユーロとなりました。受渡決済金額は、フランス、ドイツ、ルクセンブルクなどが原

動力となり、市場が不安定ななか、2025年度第 1四半期比で 22%増と大幅に増加しました。 

大口顧客部門の業績 

2026年度第 1四半期には、法人営業及び投資銀行部門の 2025年度第 1四半期に記録した過去最高に近

い収益と資産運用サービス部門の過去最高水準の収益により、大口顧客部門の収益は 23 億 5,800 万ユ

ーロとなり、過去最高水準となった 2025年度第 1四半期比では 2.1%減少しました。 

営業費用は、2025 年度第 1 四半期比で 3.1%減少しました。これは法人営業及び投資銀行部門での為替

の好影響と変動報酬の減少に加えて、ISB の統合費用の終了(38)と資産運用サービス部門のシナジーの本

格的な効果が原動力となりました。その結果、同部門の営業総利益は 10 億 4,000 万ユーロとなり、

2025 年度第 1 四半期と比べて 0.7%減少しました。同部門はリスク関連費用について、4,900 万ユーロ

の引当金を計上しました。これに対して、2025年度第 1四半期は 2,500万ユーロの引当金を戻し入れて

います。2026年度第 1四半期の税引前利益は 2025年第 1四半期比 7.3%減の 9億 9,900万ユーロとな

り、税金費用は 2億 7,600万ユーロとなりました。最後に、2026年度第 1四半期の純利益グループ帰属

分は 2025年度第 1四半期から 1.7%と微減の 7億 1,100万ユーロになりました。これは、2025年度第 3

四半期に完了した、クレディ・アグリコル S.A.によるサンタンデール保有の非支配持分（30.5%）の取

得を考慮しています。 

大口顧客部門は、2026 年 3 月末時点におけるクレディ・アグリコル S.A.の中核事業（コーポレート・

センター部門を除く）の純利益グループ帰属分の 38%に寄与し、またコーポレート・センター部門を除

いた収益の 32%に寄与しています。 

2026年3月31日現在、同部門に配分された資本は合計158億ユーロで、リスク・ウェイト資産は1,439

億ユーロでした。 

法人営業及び投資銀行部門の業績 

2026年度第 1四半期、法人営業及び投資銀行部門の収益は 18億 1,200万ユーロで、過去最高を更新し

た 2025年度第 1四半期に比べて 4.0%減少しましたが、為替の影響を除くと同程度となりました（2025

年度第 1四半期に比べて 0.3%減と安定的）。営業費用は 9億 6,400万ユーロで、2.8%減少しました(為

替影響を除くと0.1%増と安定的)。また、変動報酬の減少が考慮されています。営業総利益は8億4,800

万ユーロとなり、2025年度第 1四半期と比べて 5.2%減少しました。コスト比率は 53.2%となり、前四

半期比 0.6 パーセント・ポイント上昇しました。当四半期のリスク関連費用は、主に中東の紛争に伴う

ステージ 1及びステージ 2の追加関連費用で、3,200万ユーロと低水準にあります。これにより、2026

年度第 1四半期の税引前利益は 2025年度第 1四半期比 11.1%減の 8億 1,600万ユーロとなりました。

この結果、2026年度第 1四半期の表示純利益グループ帰属分は、11.8%減の 5億 7,100万ユーロとなり

ました。また、合成型証券化プログラムで RWAが 2026年度第 1四半期に 16億ユーロ増加しました。  

 

36 Bloomberg（ユーロ建て） 
37 Refinitiv LSEG 
38 ISB統合費用：2026年度第 1四半期は 100万ユーロ未満、これに対して 2025年第 1四半期は 900万ユーロ 
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資産運用サービスの業績 

2026 年度第 1 四半期の資産運用サービスの収益は、運用資産及び資金移動業務の手数料収入の増加が原

動力となり、2025年度第 1四半期比 4.8%増の 5億 4,600万ユーロとなりました。純受取利息は安定的に

推移しました。営業費用は ISB の統合に関連する費用(39)の減少と本格的なシナジーの効果により、3.9%

減の 3億 5,400万ユーロとなりました。その結果、2026年度第 1四半期の営業総利益は 25.5%増加し、1

億 9,200万ユーロに急増しました。コスト比率は、2025年度第 1四半期と比べて 5.8パーセント・ポイン

ト低下し、64.8%となりました。リスク関連費用は法的リスクの引当金の追加により、純額で 1,700 万ユ

ーロの引当となりました。2026年度第 1四半期の税引前利益は 14.6%増加し、1億 8,300万ユーロとなり

ました。2026年度第 1四半期の純利益グループ帰属分は、2025年度第 1四半期から 86.1%と非常に大幅

に増加しました。これは、2025 年度第 3 四半期に完了した、クレディ・アグリコル S.A.によるサンタン

デール保有の 3,500万ユーロの非支配持分を考慮しています。 

専門金融サービス部門の活動 

クレディ・アグリコル・パーソナル・ファイナンス＆モビリティ（CAPFM）の商業組成は合計 114 億

ユーロ（2025 年度第 1 四半期比 3.5%増）となりました。全事業部門で組成は底堅く推移しました。自

動車事業は、依然として不利な市場環境（Leasysの組成は減少する一方、CA Auto Bank の組成は増加、

中国の組成は減少）の影響を引き続き受けています。組成の平均顧客向け金利は 2025 年度第 4 四半期

から 7 ベーシス・ポイント増と、上昇しました(40)。これにより、CAPFM の運用資産は 2026 年 3 月末

時点で 1,230 億ユーロとなり、消費者金融（国際事業がけん引）と当グループのネットワークで増加し、

自動車分野では安定的でした（Crédit Agricole Auto Bankで減少、中国では Leasysで増加）。最後に、

2026年 3月末時点の連結残高は 676億ユーロとなり、2025年 3月末に比べて 1.5%減少し、2025年 12

月末に比べて安定的に推移しました。 

クレディ・アグリコル・リーシング＆ファクタリング（CAL&F）の商業組成は、フランスでの不利な

環境のなか、リース部門で 2025年度第 1四半期比で 1.3%減少しましたが、国際事業ではすべての事業

体で伸びました。さらに、2025年度第 4四半期以降は、Merca Leasingの統合も寄与しました。リース

残高は前年同期比 8.0%増となり、フランス国内と国外ともに増加しました（フランス国内が 6.1%増、

国外が 14.9%増）。前四半期以降は、Merca Leasingの残高が含まれています。2026年 3月末時点のリ

ース残高は 220 億ユーロ（うちフランス国内が 170 億ユーロ、国外が 50 億ユーロ、Merca Leasingの

リース残高の寄与が 5 億ユーロ）となりました。ファクタリングの商業組成は今四半期、大型案件が原

動力となり好調で、2025年度第 1四半期に比べて 53%増加しました。2026年 3月末現在のファクタリ

ング残高は 2025年 3月末比で 2.6%増加し、ファクタリング収益は前年同期比 5%増加しました。 

専門金融サービス部門の業績 

専門金融サービス部門の 2026年度第 1四半期の収益は 8億 6,700万ユーロとなり、2025年度第 1四半

期比で 0.2%減少しました。経費は 4億 7,700万ユーロで、2025年度第 1四半期と比べて 0.8%の微増と

なりました。コスト比率は、2025年度第 1四半期と比べて 0.5パーセント・ポイント上昇し、55.1%と

なりました。これにより、営業総利益は3億8,900万ユーロとなり、2025年度第1四半期と比べて1.3%

減少しました。リスク関連費用は、CAPFM の 1,700 万ユーロの法的引当金の増加（英国の自動車ロー

ン）などにより、2025年度第 1四半期比で 11.5%増の 2億 7,800万ユーロとなりました。持分法適用会

社からの利益は 100万ユーロで、3,600万ユーロであった 2025年度第 1四半期に比べて大幅に減少しま

した。これは、CAPFM を中心に、Leasys の中古車販売益の減少（Leasys の寄与はマイナス 600 万ユ

ーロ）と中国市場に関連する不利なベース効果が影響しました。専門金融サービス部門の税引前利益は

1億1,000万ユーロとなり、2025年度第1四半期の1億8,200万ユーロから減少しました（39.3%減）。

純利益グループ帰属分は、1億 4,800万ユーロであった 2025年度第 1四半期比で 52.4%減の 7,100万ユ

ーロでした。 

専門金融サービス部門は、2026 年 3 月末時点におけるクレディ・アグリコル S.A.の中核事業（コーポ

レート・センター部門を除く）の純利益グループ帰属分の 4%に寄与し、またコーポレート・センター

部門を除いた収益の 12%に寄与しています。  

 

39 ISB統合費用：2026年度第 1四半期は 100万ユーロ未満、これに対して 2025年第 1四半期は 900万ユーロ 
40 自動車関連のジョイント・ベンチャーを除く 
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2026年 3月 31日現在、同部門に配分された資本は 89億ユーロで、リスク・ウェイト資産は 807億ユ

ーロでした。 

消費者金融及びモビリティの業績 

2026 年度第 1 四半期の CAPFM の収益は 6 億 8,300 万ユーロとなり、2025 年度第 1 四半期に比べて

0.1%増と安定的でした。価格効果が消費者金融及びモビリティ事業に好影響を及ぼしましたが、CAAB

および Drivalia の使用車両の残存価値の見直しにより相殺されました。経費は 1.2%減少し、3億 6,500

万ユーロとなりました。これには、Crédit Agricole Deutschlandおよび Crédit Agricole Savingsのプロジ

ェクトに関する 180万ユーロの投資が含まれます。その結果、営業総利益は 3億 1,800万ユーロとなり、

2025年度第 1四半期と比べて 1.6%増加しました。コスト比率は、2025年度第 1四半期と比べて 0.7パ

ーセント・ポイント改善し、53.5%となりました。リスク関連費用は、2025年度第 1四半期比 12.8%増

の 2 億 5,400万ユーロでした。また、注目すべきこととして 2026 年度第 1 四半期に債権ポートフォリ

オが処分されました。これにより、残高に対するリスク関連費用は、1,700 万ユーロの法的引当金（英

国の自動車ローン）の再度の追加を含め、2025年度第4四半期比で15ベーシス・ポイント低下し、148

ベーシス・ポイント41となりました。2026年 3月末時点の不良債権比率は 4.8%となり、2025年 12 月

末に比べて安定的でしたが、不良債権引当率は、とりわけ 2026 年度第 1 四半期中の貸付金により、

71.6%となり、2025 年 12 月末から 0.5 パーセント・ポイント低下しました。持分法適用会社からの利

益は、Leasysの中古車販売益の減少（Leasysの寄与はマイナス 600万ユーロ）と中国の GAC Sofinco

の不利なベース効果が影響し、2025年度第 1四半期の 3,800万ユーロに対して、100万ユーロとなりま

した。税引前利益は 2025年度第 1四半期の 1億 2,600万ユーロに対して、6,200万ユーロと大幅に減少

しました。純利益グループ帰属分は、2025年度第 1四半期の 1億 600万ユーロに対して、3,200万ユー

ロに減少しました。 

リースとファクタリングの実績 

2026年度第 1四半期、CAL＆Fの収益は 1億 8,300万ユーロとなり、2025年度第 1四半期比で 1.0%減

少しました。当該収益の微減は、前四半期以降の Merca Leasingの統合(42)が一部補いました。営業費用

は ACT 2028に関連するフランス国内および国外の IT経費及び投資のほか、Merca Leasingの統合 4242

が原動力となり、前四半期比で 8%増加し、1億 1,200万ユーロとなりました。コスト比率は、2025 年

度第 1 四半期と比べて 5.1 パーセント・ポイント上昇し、61.1%となりました。営業総利益は 7,100 万

ユーロとなり、2025年度第 1四半期と比べて 12.5%減少しました。リスク関連費用は 2026年度第 1四

半期、2,300万ユーロとなりました。Merca Leasingの統合 4242にもかかわらず、前年同期比で 1.1%減

と安定して推移しました。残高に対するリスク関連費用は、2025年度 1四半期比で 2ベーシス・ポイン

ト低下し、24 ベーシス・ポイント 41となりました。持分法適用会社からの利益は 2026 年度第 1 四半

期、ゼロとなり、前年同期の 200万ユーロの損失から改善しました。税引前利益は 4,800万ユーロとな

り、2025年度第 1四半期比で 14.7%減少しました。純利益グループ帰属分は、2025年度第 1四半期比

で 7.6%減の 3,900万ユーロとなりました。 
  

 

41 年換算のリスク関連費用／残高は当四半期のリスク関連費用を 4倍し、当四半期の期首時点の残高で除して算出 
42 2026年度第 1四半期のMerca Leasingの連結範囲変更の影響：収益でプラス 760万ユーロ、経費でマイナス 250万ユーロ、リスク関連費用で
マイナス 90万ユーロ 
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クレディ・アグリコル S.A.リテール・バンキング部門の活動 

クレディ・アグリコル S.A.のリテール・バンキング部門のローン組成は、フランスでは今四半期に減少

し、イタリアでは法人市場が原動力となり、好調でした。保険加入者数は伸びています。 

フランスのリテール・バンキング部門の活動 

2026年第 1四半期の LCLの顧客獲得総数は、LCL proによる 100%のデジタル・サービス Lの展開（獲

得顧客の 20%は専門家）が特に寄与し、約 79,000人となりました。 

ローン組成は 64億ユーロとなり、住宅ローン（競争の激しい市場のなか 15%減）を中心に 2025年度第

1 四半期比 5.6％減となりました。専門市場は安定していました(法人向けが 2.6%減、中小企業向けが

5.8%増)。 

自動車保険、マルチリスク住宅保険、健康保険、法的保険、すべてのモバイル機器保険または傷害保険

におけるクロスセル・レートは、当年度に 0.7パーセント・ポイント上昇し、2026年 3月末で 28.7%に

なりました。 

住宅ローンの平均組成率は 3.19%で、2025年度第 4四半期から 11ベーシス・ポイント上昇し、2025年

度第 1四半期比では 1ベーシス・ポイント上昇しました。住宅ローンの残高率は前四半期比で 3ベーシ

ス・ポイント、前年比で 13ベーシス・ポイント改善しました。 

2026年 3月末時点の貸出残高は 1,734億ユーロで、前四半期比で 0.3%減、前年同期比で 1.5%増となり

ました（うち住宅ローンが 0.6%増、専門家向け貸付が 2.9%増、企業向け貸付が 4.6%増）。2026 年 3

月末時点の顧客資産は総額2,616億ユーロで、前年同期比 2.0%の増加となりました。これは、オフ・バ

ランスシートの資金（生命保険とプラスの市場効果）などによるもので、バランスシートの貯蓄は非常

にわずかながら減少しました（定期預金の減少）。 

イタリアのリテール・バンキング部門の活動 

2026年度第1四半期、CAイタリアの総顧客獲得数は約54,000人となり、オンラインでの獲得数が 40%

を占めました。 

CAイタリアの 2026年 3月末の貸出残高は 625億ユーロとなり、（イタリア市場(43)に沿って）2025年

3 月末と比べて 2.3%増加しました。原動力となったのはリテール市場（貸出残高が 2.3%増加）と中小

企業を含む法人市場（残高が 4.6%増加）でした。2026年度第 1四半期の残存ローン金利は、2025年度

第 4四半期比で安定しました（1ベーシス・ポイント上昇）。 

ローン組成は 2026 年度第 1 四半期、法人向け市場での組成の倍増が原動力となり、前年同期と比べて

34%増加しましたが、住宅ローン市場は特徴として激しい競争がみられました。 

2026年 3月末の顧客資産は総額 1,218億ユーロで、2025年 3月末から 3.0%増加しました。オン・バラ

ンスシートの預金は、個人向け市場（要求払預金）を中心に 2025年 3月末から 1.9%増加しました。最

後に、オフ・バランスシートの預金は前年同期比で 4.2%増加し、鈍化するもプラスの市場効果から恩

恵を受けました。 

自動車、マルチリスク住宅保険、健康保険、法的保険、すべての携帯電話保険及び傷害保険における

CAイタリアのクロスセル・レートは 21.1%となり、2025年度第 1四半期と比べて 0.8パーセント・ポ

イント上昇しました。 

  

 

43 出典：イタリア銀行協会（ABI）、2026年 4月：貸出全体では 3月、前年同月比 2.1%増 
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国際リテール・バンキング（イタリアを除く）の活動 

イタリアを除く国際リテール・バンキングの 2026年 3 月末時点の貸付残高は 76 億ユーロで、2025年

3 月末時点と比較して、現在の為替レートで 2.9%増となりました（為替変動の影響を除くと 8.0%増）。

顧客資産は 2026年度に 119億ユーロ増加し、現在の為替レートで 0.8%減となりました（為替変動の影

響を除くと 5.2%増）。 

特にポーランドでは、貸付残高は2025年3月末比で0.7%増加し（為替変動の影響を除くと3.3%増）、

オン・バランスシート預金は 1.8%減とわずかながら減少しました（為替変動の影響を除くと 0.7%増と

安定）。ポーランドにおける今四半期のローン組成は 2025 年度第 1 四半期と比べて大幅に増加しまし

た（現在の為替レートで 18.9%増、為替変動の影響を除くと 20.3%増）。また、ポーランドの顧客獲得

総数は今四半期、5万 5,000人増となりました。 

エジプトでは、すべての市場で商業活動が好調でした。貸付残高は 2025年 3月末から 2026年 3月末に

2.1%増加しました（為替変動の影響を除くと 17.5%増）。同期間のオン・バランスシートの預金は

9.6%増加し、為替変動の影響を除くと 26.1%増加しました。 

ウクライナでは、貸付残高は 2025年 3月末から 2026年 3月末に 24.6%増加しました（為替変動の影響

を除くと 40.4%増）。同期間のオン・バランスシートの預金は現在の為替レートで 3.1%減とわずかな

がら減少しましたが、為替変動の影響を除くと 9.2%増加しました。 

流動性に関しては、2026年 3月 31日現在、ポーランド、エジプトおよびウクライナへの貸付による純

資金流入が 36億ユーロとなりました。 

フランスのリテール・バンキングの業績 

2026年度第 1四半期の LCLの収益は 10億 4,200万ユーロとなり、2025年度第 1四半期に比べて 8.2%

増加しました。純受取利息は、調達資金コストの低下（顧客預金構成の正常化と金利効果）とローン金

利の段階的な見直しが原動力となり、当四半期に好転しました（13.1%上昇）。手数料収入の増加

（2025年度第 1四半期比で 3.7%増）は、貯蓄と非生命保険の力強い勢いが原動力となりました。 

経費は、とりわけ転換計画「Energies 2030」と人件費に関連し、6.8%増の 6億 6,800万ユーロとな

りました。コスト比率は、2025年度第 1四半期と比べて 0.8パーセント・ポイント低下し、64.1%とな

りました。その結果、営業総利益は 10.8%増加し、3億 7,400万ユーロとなりました。 

リスク関連費用は 1 億 1,200 万ユーロ（2025 年度第 1 四半期比 23%増）となりました（内訳は、確認

済みリスク関連費用が 1億 2,900万ユーロ、正常債権に対するリスク関連費用が 1,500万ユーロの戻入

れ）。残高に対するリスク関連費用は年換算ベースで、法人（小売、流通および運輸セクター）に関す

る個別のリスクの上昇が原動力となり、2025年度第 1四半期に比べて上昇し 26ベーシス・ポイントと

なりました。不良債権引当率は 2026年 3月末で 56.9%と、高水準を維持しています。2026年 3月末の

不良債権比率は 2.4%でした。 

最後に、税引前利益は 2億 6,200万ユーロで、2025年度第 1四半期と比べて 6.2%増加し、純利益グル

ープ帰属分は 2025年度第 1四半期と比べて 11.0%増加しました。 

当事業部門は、2026 年 3 月末時点におけるクレディ・アグリコル S.A.の中核事業（コーポレート・セ

ンター部門を除く）の純利益グループ帰属分の 8%に寄与し、またコーポレート・センター部門を除い

た収益の 14%に寄与しています。 

2026年 3 月 31日時点で、当事業部門に配分された資本は合計 65 億ユーロで、リスク・ウェイト資産

は 587億ユーロでした。 
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国際リテール・バンキングの業績44 

2026年度第 1四半期には、国際リテール・バンキング部門の収益は 10億 4,100万ユーロとなり、2025

年度第 4四半期に比べて増加しました（現在の為替レートで 1.5%増加、為替変動の影響を除くと 2.8%

増加）。営業費用は 5 億 1,500 万ユーロとなり、現在の為替レートでは安定的でした（為替変動の影響

を除くと 1.0%増）。その結果、営業総利益は合計 5億 2,600万ユーロとなり、当四半期に 3.0%増加し

ました（為替変動の影響を除くと 4.7%増）。リスク関連費用は 7,100 万ユーロとなり、2025 年度第 1

四半期と比べて 7.1%増加しました（為替変動の影響を除くと 5.7%増）。2026年度第 1四半期の CAイ

タリア、CA エジプト、CA ポーランド、CA ウクライナの全体の純利益グループ帰属分は 6.5%減（為

替変動の影響を除くと 4.1%減）の 2億 3,000万ユーロで、イタリア(45)、ポーランド(46)、ウクライナ(47)

での税率引き上げの影響を含んでいます。 

2026 年 3 月 31 日現在、国際リテール・バンキング部門に配分された資本は 57 億ユーロで、リスク・

ウェイト資産は合計 514億ユーロでした。 

イタリアの業績 

2026 年度第 1 四半期のクレディ・アグリコル・イタリアの収益は、貯蓄管理の手数料収入が原動力と

なった手数料収入の増加（2025年度第 1四半期比 5.4%増）により、2025年度第 1四半期比 2.6%増の

7億 9,800万ユーロとなりました。純受取利息は安定し、2025年度第1四半期比で1.4%微増しました。

営業費用は抑制され、2025年度第 1四半期比で 0.7%微増の 3億 8,600万ユーロとなりました。これに

より、費用伸び率に対する収益の伸び率は 1.9 パーセント・ポイントのプラスとなりました。営業総利

益は 4 億 1,100 万ユーロとなり、2025 年度第 1 四半期と比べて 4.5%増加しました。コスト比率は、

2025年度第 1四半期と比べて 0.9パーセント・ポイント改善し、48.5%となりました。 

リスク関連費用は 2026年第 1四半期、2025年度第 1四半期比 7.0%減の 5,200万ユーロとなり、残高

に対するリスク関連費用(48)は 3 ベーシス・ポイント改善して 33 ベーシス・ポイントとなりました。資

産の質（不良債権比率は 2.7%）と不良債権引当率（82.0%）は健全な水準で、前四半期と比べて改善し

ました。CAイタリアの純利益グループ帰属分は 2025年度第 1四半期比 3.2%増の 1億 8,400万ユーロ

で、2026年のイタリアの銀行と金融仲介機関に対する税率引上げ 4545による 1,100万ユーロのマイナス

の影響を含んでいます。 

2026年 3 月 31日時点で、当事業部門に配分された資本は合計 44 億ユーロで、リスク・ウェイト資産

は 404億ユーロでした。 

国際リテール・バンキング（イタリアを除く）の業績 

2026 年度第 1 四半期には、イタリアを除く国際リテール・バンキング部門の収益は 2 億 4,300 万ユー

ロとなり、2025年度第 1四半期と比べて 1.9%減少（為替変動の影響を除くと 3.7%増）しました。ポー

ランドでの収益は、手数料収入が補ったが、中央銀行の政策金利引下げの影響による純受取利息がやや

減少し、2025年度第 1四半期比で 1.6%減少（為替変動の影響を除くと 0.5%減少）しました。エジプト

での収益は、純受取利息が取引額の効果により為替変動の影響を除くと 1.8%増加し、手数料収入が大

きな為替活動に伴い、為替変動を除くと 4.2%増加するなか、1.3%減少（為替変動の影響を除くと 7.4%

増加）しました。イタリアを除く国際リテール・バンキング部門の営業費用は 1億 2,800万ユーロとな

り、2025年度第 1四半期と比べて 1.8%減少（為替変動の影響を除くと 2.0%増加）しました。国際リテ

ール・バンキング部門（イタリアを除く）のコスト比率は 52.8％と 2025 年度第 1 四半期と比べて安定

的でした。営業総利益は 1億 1,500万ユーロとなり、2025年度第 1四半期と比べて 1.9%減少しました

（為替変動の影響を除くと 5.6%増加）。リスク関連費用は 1,900万ユーロ（2025年度第 1四半期には

1,000万ユーロ）と低水準にとどまっています。さらに、2026年 3月末時点で、貸付残高の不良債権引

当率はポーランドで 120%、エジプトで 133%と高水準にとどまっています。ウクライナでは、国内の

 
44 2026年 3月 31日時点で、この範囲には CAイタリア、CA Polska、CAエジプト、CAウクライナの事業体が含まれます。 
45 イタリア 2026 年予算法：法人税率を 2 パーセント・ポイントに引上げ、銀行と金融仲介機関の地方生産活動税（IRAP）の税率を従来の

4.65%から 6.65%に引上げ 
46 ポーランド：2026年の税率は 30%、2025年は 19% 
47 ウクライナ：2026年の税率は 50%、2025年は 25% 
48 残高に対するリスク関連費用（年換算の四半期ベースでベーシス・ポイント単位） 
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不良債権引当率は引き続き慎重な水準（693%）となっています。この結果、イタリアを除く国際リテ

ール・バンキング部門は純利益グループ帰属分に 4,600万ユーロ寄与し、現在の為替レートで 32.2%減

少し、為替変動の影響を除くと 25.6%減少しました。 

2026年 3月 31日時点で、リテール・バンキング事業部門全体では、クレディ・アグリコル S.A.の中核

事業（コーポレート・センター部門を除く）の純利益グループ帰属分の 20%、コーポレート・センター

部門を除く収益の 29%に寄与しました。 

2026年3月31日現在、同部門の資本は122億ユーロでした。また、リスク・ウェイト資産は合計1,101

億ユーロとなりました。 

コーポレート・センターの業績 

2026年度第 1四半期のコーポレート・センター部門の純利益グループ帰属分はマイナス 1億 7,900万ユ

ーロとなり、2025 年度第 1 四半期から 1 億 100 万ユーロ改善しました。コーポレート・センター部門

の寄与は、「構造的」寄与（マイナス 1億 8,500万ユーロ）とその他の項目（今四半期プラス 600万ユ

ーロ）に区別して分析することができます。 

「構造的」部分の寄与（マイナス 1億 7,900万ユーロ）は 2025年度第 1四半期と比べて 4,700万ユー

ロ改善し、その内訳は次の 3事業に分けられます。 

- 親会社クレディ・アグリコル S.A.のコーポレート・センターの事業及び機能の寄与は、経費に対す

るプラスのベース効果（IFRIC解釈指針での税金）も寄与し、2026年度第 1四半期にマイナス 2億

8,100万ユーロとなり、前年同期比で 3,300万ユーロ改善しました。 

- CACIF（未公開株式）、CA イモビリエ、CATE、BforBank（持分法適用）など中核事業部門に含

まれない事業、及びその他の投資（Banco BPMを含む）の寄与は 2026年度第 1四半期に 9,200万

ユーロとなり、2025年度第1四半期比で1,900万ユーロ増加しました。2026年度第 1四半期には、

Banco BPMの持分法適用投資の 1億 1,100万ユーロの寄与が含まれており、Banco BPMの持分は

22.9%に増加しました。 

- 最後に、グループ支援機能の寄与は当四半期、400万ユーロとなり、2025年度第 1四半期比で 400

万ユーロ減少しました。 

「その他の項目」の寄与は、主にボラティリティ要因のプラスの影響により、2025年度第 1四半期と比

べて 5,400万ユーロ改善し、600万ユーロとなりました。 

2026年 3月 31日現在、リスク・ウェイト資産は 426億ユーロでした。 
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財務の健全性 
クレディ・アグリコル・グループの支払能力は欧州のグローバルなシステム上重要な銀行のなかで最高

水準にあります。 

クレディ・アグリコル・グループの自己資本比率は規制要件を大きく上回って推移しています。2026

年 3月 31日時点で、クレディ・アグリコル・グループの段階適用の普通株式等 Tier 1レシオ（CET1）

は 17.1%で、規制要件を 6.7パーセンテージ・ポイント上回っており、十分な余裕があります。 

CET1 レシオは前四半期比で 0.2 パーセント・ポイント低下しました(49)。この変動は以下などを反映し

ています。 

● 留保利益に関連する 23ベーシス・ポイントのプラスの影響 

● 事業部門の内生成長に伴うリスク・ウェイト資産の増加に関連する 24 ベーシス・ポイントのマ

イナスの影響 

● 合併および買収に関連するマイナス 7ベーシス・ポイントの悪影響 

● マイナス 7ベーシス・ポイントの方法論およびモデリングの影響 

● 最後に、その他の包括利益（OCI）および様々な影響によるマイナス 4 ベーシス・ポイントの寄

与 

クレディ・アグリコル S.A.は、クレディ・アグリコル・グループの中心的組織として、グループ内の法

的連携体制と柔軟な資本循環から十分に利益を受けています。2026年 3月 31日時点で、クレディ・ア

グリコル S.A.の段階適用の普通株式等 Tier 1 レシオ（CET1）は 11.4%で、規制要件を 2.6パーセンテ

ージ・ポイント上回っており、余裕があります。 

今四半期の CET1 レシオの変動はいくつかの要因を反映しています。まず、留保利益に関連する 18 ベ

ーシス・ポイントのプラスの影響による恩恵を受けました。この影響は、AT1 債券利息の控除後及び利

益の 50%分配の控除後の純利益グループ帰属分に相当し、2026年度第 1四半期の 1株当たり 26ユーロ

の配当準備金に反映されています。 

その一方で、事業部門の内生成長に伴い、リスク・ウェイト資産が増加し、CET1 レシオに 23 ベーシ

ス・ポイントのマイナスの影響を及ぼしましたが、これはクレディ・アグリコルCIB（マイナス14ベー

シス・ポイント）と第 1四半期の保険事業の持分法適用額の上昇（マイナス 2ベーシス・ポイント）な

どによるものでした。合併および買収も、Banco BPMの持分の増加（マイナス 14ベーシス・ポイント）

や ICGの初回連結（マイナス 2 ベーシス・ポイント）などにより、CET1 レシオを 17 ベーシス・ポイ

ント押し下げました。 

最後に、方法論が 11ベーシス・ポイントの悪影響を及ぼし、証券ポートフォリオの未実現損益（OCI）

の変動やその他の様々な影響が 6ベーシス・ポイント押し下げました。 

クレディ・アグリコル S.A.のリスク・ウェイト資産は、2026 年 3 月末には、135 億ユーロ増加して

4,330 億ユーロになりました。当四半期の増加は主に、当四半期の状況を反映した、大口顧客部門での

68億ユーロの増加によるものです（為替影響による 10億ユーロの増加と市場活動による 31億ユーロの

増加を含む）。リテール・バンキング部門では、とりわけ、2026年度第 1四半期にリスク・ウェイト資

産（RWA）に再配分された 12億ユーロの自己資本規制規則（CRR）3の技術的調整により、26億ユー

ロ増加しました。 

クレディ・アグリコル・グループのリスク・ウェイト資産は 2026年 3月末、当四半期に 250億ユーロ

増加して、6,880億ユーロになりました。当四半期の増加は主に、2026年度第 1四半期に RWAに再配

分された自己資本規制規則（CRR）3の技術的調整（プラス 107億ユーロ）にとりわけ関連した 129億

ユーロの増加によるものでした。 

  

 
49 2025年 12月 31日時点のクレディ・アグリコル・グループの規制上のソルベンシーレシオの確定値で、CET1は 17.3% 
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50,51 

クレディ・アグリコル S.A.では、分配制限のトリガーまでの距離は MDA トリガー52までの距離、すな

わち 262ベーシス・ポイント（2026年 3月 31日時点の CET1資本の 110億ユーロ）です。クレディ・

アグリコル S.A.は L-MDA（レバレッジ・レシオ・バッファー要件までの距離）要件また M-MDA

（MREL要件までの距離）の対象外です。 

クレディ・アグリコル・グループでは、分配制限までの距離は 2026年 3月 31日時点の L-MDAトリガ

ーまでの距離です。クレディ・アグリコル・グループは、L-MDA トリガーを 185 ベーシス・ポイント

（Tier 1資本で 410億ユーロ）上回るバッファーとなりました。 

クレディ・アグリコル・グループの TLACレシオ及び MRELレシオは 2026年 3月 31日時点で、要件

を大きく上回っています 51。クレディ・アグリコル・グループは、M-MDA トリガーを 410 ベーシス・

ポイント（CET1資本で 280億ユーロ）上回るバッファーとなりました。2026年 3月 31日時点で、M-

MDA トリガーまでの距離は、TLAC 比率と対応要件との間の距離に相当します。2028 年中期計画の目

標として、クレディ・アグリコル・グループは、適格優先シニア債を除き、TLAC レシオを RWA の

27%前後に維持します。 
  

 
50 SREP requirement applicable at 31 March 2026, including the combined capital buffer requirement (a) for Crédit Agricole Group a 2.5% capital 

conservation buffer, a 1.5% G-SIB buffer (applicable since 1 January 2026 following the notification received from the ACPR on 27 November 
2024), the countercyclical buffer set at 0.78%, as well as the 0.09% systemic risk buffer and (b) for Crédit Agricole S.A., a 2.5% capital conservation 
buffer, the countercyclical buffer set at 0.67% as well as the 0.14% systemic risk buffer. 

51 As part of its annual resolvability assessment, Crédit Agricole Group has chosen to continue waiving the possibility offered by Article 72ter(3) of 
the Capital Requirements Regulation (CRR) to use senior preferred debt for compliance with its TLAC requirements in 2026. 

52 総合資本バッファー要件を遵守していない場合。クレディ・アグリコル S.A.の分配可能要素は 455億ユーロで、内訳は 2025年 12月 31 日時
点で分配可能積立金が 324億ユーロ、資本剰余金が 131億ユーロです。 

クレディ・アグリコル・グループの財務構造 
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流動性と資金調達 

流動性は、クレディ・アグリコル・グループのレベルで測定されます。 

多様でばらつきのある顧客預金は 2026年 3月 31日時点で 1兆 1,760億ユーロとなり、2025年 12月に

比べて安定しました。 

2026年 3月 31日時点の当グループの流動性準備金は、ヘアーカット後の時価53で 4,750億ユーロとな

り、2025年 12月 31日から 100億ユーロ減少しました。 

流動性準備金は、トレジャリー資産控除後の短期債務の 2倍を超えています。 

流動性準備金の変動は、とりわけ以下の要因によるものでした。 

- 証券ポートフォリオ（適格流動資産（HQLA）及び非 HQLA）が 100億ユーロ減少 

- 中央銀行に差し入れた担保のうち担保権が解除された資産が 10億ユーロ増加 

- 中央銀行預け金が 10億ユーロ減少 

クレディ・アグリコル・グループは、即時利用可能な準備金（ECBの資金供給に依拠した後）を維持す

る取組みを継続しています。ヘアーカット後の中央銀行適格非 HQLA資産は 1,290億ユーロとなりまし

た。 

2026年 3月 31日現在の当グループの流動性のバランスシートは 1兆 7,420億ユーロで、安定的な使用

資金に対する安定的な調達資金の超過額は 2,020億ユーロで、当四半期に 80億ユーロ増加しました。 

長期債務は 2026年 3月 31日時点で 3,370億ユーロで、2025年 12月末に比べて 130億ユーロ増加しま

した。長期債務には、以下のものが含まれます： 

- 970億ユーロの担保付きシニア債（当四半期は安定） 

- 1,730億ユーロの優先シニア債（60億ユーロ増） 

- 440億ユーロの非優先シニア債（50億ユーロ増） 

- 230億ユーロの Tier 2債券（20億ユーロ増） 

信用機関は、2018年 1月 1日に 100%に設定されたこの LCRレシオの基準値を条件付けられます。 

2026年 3月 31日時点の平均 LCRレシオ（ローリング 12か月ベースで算定）は、クレディ・アグリコ

ル・グループが 136%（850 億ユーロの余剰に相当）、クレディ・アグリコル S.A.が 142%（830 億ユ

ーロの余剰に相当）でした。クレディ・アグリコル・グループの LCR レシオは、2028 年中期計画の目

標レンジである 110%から 130%を上回っていることに注目されたい。 

加えて、2025年 12月 31日時点で、クレディ・アグリコル・グループとクレディ・アグリコル S.A.の

安定調達比率（NSFR）はそれぞれ 119%と 114%でした。 
  

 
53 流動性準備金に含まれる証券は 2024 年 12 月から、中央銀行の経済的実態の評価をより反映するために、個別のストレス（従来はシステミッ
ク・ストレス）を割り引いた上で評価されています。 
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当グループは、投資家基盤と商品の点で非常に多様な市場アクセスを確保して、今後も中長期資金供給

について慎重な方針に従います。 

2026年 3月 31日時点で、当グループの主要発行体は、中・長期債によって市場で 144億ユーロ相当額
54を調達し、このうちの 80%がクレディ・アグリコル S.A.によって発行されました。 

具体的には、クレディ・アグリコル S.A.を除いた当グループでは以下の金額が計上されています。 

○ クレディ・アグリコル・アシュアランスは 7億 5,000万ユーロの 2036年満期一括償還 Tier2

債を発行しました。 

○ クレディ・アグリコル・パーソナル・ファイナンス＆モビリティは以下の発行を行いました。 

 クレディ・アグリコル・オートバンク（CAAB）を介して 6 億 5,000 万ユーロのユー

ロ中期債（EMTN）の発行 

 Agosを介した 8億ユーロの証券化 

○ クレディ・アグリコル・リーシング＆ファクタリングは Lixxbail S.A.を介して 5 億ユーロ相

当の証券化を行いました。 

○ クレディ・アグリコル・ネクスト・バンク（スイス）は、総額 1 億スイスフランの担保付き

シニア債形式で 1件のトランシェを発行しました。 

2026 年 3 月 31 日に、クレディ・アグリコル S.A.は市場を通じて 116 億ユーロ相当の資金を調達しま

した 54 55。 

当行は 116 億ユーロ相当額を調達し、3 月末時点で、このうち 58 億ユーロ相当額が非優先シニア債、

16億ユーロ相当額が Tier 2債、14億ユーロ相当額が優先シニア債、28億ユーロ相当額が担保付きシニ

ア債でした。資金調達は以下を含め、様々な形式と通貨で構成されています。 

○ 25億ユーロ55、56 

○ 35億米ドル（30億ユーロ相当） 

○ 7億 5,000万ポンド（9億ユーロ相当） 

○ 1,150億円（6億ユーロ相当） 

○ 4億シンガポール・ドル（3億ユーロ相当） 

○ 22億 5,000万豪ドル（13億ユーロ相当） 

○ 3億スイスフラン 55、56（3億ユーロ相当） 

クレディ・アグリコル S.A.は 2026年 3月末時点で資金調達計画の 72%55、56をユーロ以外の通貨で発行

しています。 

さらに 2026年 4月 30日、2026年 6月 23日償還予定の残高 8,700万ポンドの AT1債（XS2353099638-

XS2353100402）の早期償還を発表しました。 

2026年の MLT市場資金調達プログラムは 180億ユーロに設定され、優先シニア債または担保付きシニ

ア債が 60億ユーロ、非優先シニア債または Tier2債が 120億ユーロに分けられています。 

当該プログラムは 2026年 3月 31日時点で以下の通り、65%完了しています。 

○ 担保付きシニア債で 28億ユーロ相当 

○ 優先シニア債で 14億ユーロ相当 

○ 非優先シニア債で 58億ユーロ相当 

○ Tier 2債で 16億ユーロ相当 

  

 
54 買戻し及び部分返済控除前の総額 
55 AT1発行を除く 
56 担保付きシニア債発行を除く 
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付属資料 1 － クレディ・アグリコル・グループ：部門別損

益計算書 

 
57 

  

 
57 Q1-25 is expressed on a pro forma basis (Banco BPM consolidated under the equity method) 

クレディ・アグリコル・グループ － 部門別実績（2026年度 1四半期と 2025年度第 1四半期） 
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付属資料 2‐クレディ・アグリコル S.A.：部門別損益計算書 

 
58 
 

 
58 2025年度第 1四半期比は見積りベースで表示（Banco BPMは持分法で連結） 

クレディ・アグリコル S.A. － 部門別実績（2026年度第 1四半期と 2025年度第 1四半期） 
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付属資料 3 － 1株当たりのデータ 

 

(1) 2025年 12月 31日から 2026年 3月 31日までに算出され、普通株式に帰属する再評価前の TNBV の平均（[E]行）。修
正再表示後平均株主資本グループ帰属分は、無形資産、すべての未実現損益、AT1 債の残高、及び当期利益に対する配
当予定に相当します。 

(2) RoTEは、すべての未実現損益を修正再表示した有形株主資本に基づいて計算されます。 

  

クレディ・アグリコル S.A. － 1株当たり利益、1株当たり純資産額及び RoTE 
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代替的業績指標59 

NBV（純資産額）（再評価されない） 

再評価されない純資産額は、AT1 債券の発行額、OCI グループ帰属分の未実現損益、及び年間業績

に関する配当金想定額を控除した株主資本グループ帰属分に相当しています。 

1株当たり純資産額、1株当たり純有形資産価額 

株式の価値を計算する方法の 1 つ。これは、自己株式を除く期末の発行済株式数で除した純資産額

です。 

1株当たり純有形資産価額は、自己株式を除く期末の発行済株式数で除した、無形資産及びのれんを

控除後の純資産額です。 

EPS（1株当たり利益） 

これは、自己株式を除く平均発行済株式数で除した、AT1 債券利息控除後の純利益グループ帰属分

です。EPS は、（各株主に支払われる利益部分（配当）ではなく）各株式に帰せられる利益部分を

表します。これは、株式数が増加する場合、純利益グループ帰属分に変動がないと想定すると減少

します。 

コスト比率 

コスト比率は、営業費用を収益で除すことで算定され、営業費用を賄うのに必要な収益の割合を表

します。 

リスク関連費用／残高 

（ローリング 4 四半期の）信用リスク関連費用を、（期首における過去 4 四半期の平均）残高で除

して算定されます。また、当該四半期の信用リスク関連費用の年換算額を当該四半期の期首残高で

除して算出することもできます。同様に、当該期間のリスク関連費用を年換算し、期首の平均残高

で除すこともできます。 

2019年度第 1四半期より、算定に用いる残高は、引当金控除前の顧客残高です。 

この指標の算出方法は、この指標が使用される度に明示されます。 

要注意債権 

要注意債権はデフォルト状態の債権です。融資先は、次の 2 つの条件のいずれかが満たされた場合

にデフォルト状態とみなされます。 

- 支払が概して 90日超遅延している（支払遅延が融資先の財務状況とは無関係の理由による旨の

事実を具体的な状況が指し示している場合を除く）。 

- 担保権の執行などの特定の措置を活用する以外に、融資先がその信用債務を決済する可能性が

低いと考えられる。 

減損債権 

不履行のリスクがあるために、引当金が設定された貸付金。 

減損（又は不良）債権引当率 

この比率は、引当金残高を減損顧客貸出金総額で除して算出されます。 

減損（または不良）債権比率  

 
59 APMは、財務諸表には表示されず、会計基準にも定義されていないが、純利益グループ帰属分や RoTEなどの財務情報の提供において使

用される財務指標です。これらは、会社の実際の業績を理解しやすくするために使用されます。各 APM 指標は、その定義において会計
データとマッチングされます。 
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この比率は、個別に評価減された引当金控除前の顧客貸付総額を、顧客貸付総額の合計で除算した

ものです。 

純利益グループ帰属分 

当該事業年度の税引後純利益（損失）。全部連結された子会社における純利益グループ帰属分から

非支配持分に帰属する部分を控除した額に相当します。 

普通株式に帰せられる純利益グループ帰属分 

普通株式に帰属する純利益グループ帰属分は、AT1 利息控除後で、税引前発行費用を含む、純利益

グループ帰属分を表します。 

RoTE（有形株主資本利益率） 

RoTE(有形株主資本利益率)は、無形資産及び営業権の減損を除き、AT1 債のクーポンを差し引いた

年間換算純利益グループ帰属分を、無形資産、未実現損益、AT1 債の残高及び翌期の予定配当を修

正再表示した平均株主資本グループ帰属分と比較します。 
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免責事項 

クレディ・アグリコル S.A.及びクレディ・アグリコル・グループの 2026年度第 1四半期の財務情報
は、本プレスリリース、並びにプレゼンテーションのスライド及び関連する付属資料から構成され
ています。これらはすべて、以下で入手可能です。 

https://www.credit-agricole.com/en/finance/financial-publications 

本プレゼンテーションは、当グループの動向に関する情報として提供される将来の情報を含む場合
があります。このデータは、2019年 3月 14日の EU委託法令 2019/980（第 1章第 1条 d）の意味
での予測ではありません。 

この情報は、一定の競争環境や規制環境における多くの経済的仮定に基づいたシナリオから作成さ
れました。したがって、これらの仮定は、実際の結果が予測と異なる原因となりうるランダムな要
因に左右されます。同様に、財務諸表は、特に時価や資産の減損の計算において、見積りに基づい
ています。 

読者は、自らの判断を下す前に、これらすべてのリスク要因と不確実性を考慮に入れる必要があり
ます。 

適用基準及び比較可能性 

2026年 3月 31日に終了した 3ヶ月間の数値は、欧州連合で採択され、同日に適用可能な IFRS及び
現在施行されている規制に従って作成されています。本財務情報は、IAS 第 34 号「中間財務報告」
で規定されている中間期の財務諸表に相当するものではなく、監査を受けていません。 

注記：クレディ・アグリコル S.A.グループ及びクレディ・アグリコル・グループの連結範囲には、
AMF へのクレディ・アグリコル S.A.の 2025 ユニバーサル登録文書の提出以降、重要な変更はあり
ません。表及び分析に含まれる数値の合計は、四捨五入のため、報告された合計と若干異なる場合
があります。 

注意：クレディ・アグリコル・グループ、クレディ・アグリコル S.A.及び事業部門の業績、損益計
算書と収益率の両方について、すべての財務テータが表示されています。 

2026年 3月 31日現在、Banco BPMは持分法により連結されています。 

2025年 3月 31日現在のデータはすべては見積りベースで表示されており、Banco BPMは持分法で
会計処理されています。詳細な数値はすべて、プレゼンテーションのスライドとともに四半期ごと
に公表される一連のデータに記載されています。 
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決算スケジュール 

 

2026年 5月 20日 サン・ブリューで総会 

2026年 5月 26日 ワークショップ LCL 

2026年 5月 26日 配当落ち日 

2026年 5月 28日 配当支払日 

2026年 7月 31日 2026年度第 2四半期及び上半期の決算発表 

2026年 10月 13日 中間配当落ち日 

2026年 10月 15日 中間配当支払日 

2026年 10月 30日 2026年度第 3四半期及び 9ヶ月累計期間の決算発表 

 

問い合わせ先 

クレディ・アグリコルのプレス対応担当者 

アレクサンドル・バラット + 33 1 57 72 12 19 alexandre.barat@credit-agricole-sa.fr 

オリヴィエ・タサン + 33 1 43 23 25 41 olivier.tassain@credit-agricole-sa.fr 

マチルド・デュラン + 33 1 57 72 19 43 mathilde.durand@credit-agricole-sa.fr 

ベネディクト・グヴェール + 33 1 49 53 43 64 benedicte.gouvert@ca-fnca.fr 

クレディ・アグリコル S.A.IR担当者 
 

機関投資家  investor.relations@credit-agricole-sa.fr 

個人株主 +33 800 000 777 

（フリーダイヤル – フランス

のみ） 

relation@actionnaires.credit-agricole.com 

セシル・ムートン + 33 1 57 72 86 79 cecile.mouton@credit-agricole-sa.fr 

株式 IR担当：   

ジャン=ヤン・アセラフ + 33 1 57 72 23 81 jean-yann.asseraf@credit-agricole-sa.fr 

フェティ・アズーグ + 33 1 57 72 03 75 fethi.azzoug@credit-agricole-sa.fr 

オリアーネ・カンテ + 33 1 43 23 03 07 oriane.cante@credit-agricole-sa.fr 

ニコラ・イアンナ + 33 1 43 23 55 51 nicolas.ianna@credit-agricole-sa.fr 

レイラ・マムー + 33 1 57 72 07 93 leila.mamou@credit-agricole-sa.fr 

アンナ・ピグレフスキー + 33 1 43 23 40 59 anna.pigoulevski@credit-agricole-sa.fr 

債券投資家及び格付機関担当： 
 

グウェナエル・レレスト + 33 1 57 72 57 84 gwenaelle.lereste@credit-agricole-sa.fr 

フローレンス・クインティン・

デ・ケルカディオ 
+ 33 1 43 23 25 32 florence.quintindekercadio@credit-agricole-sa.fr 

ユーリー・ロマノフ + 33 1 43 23 86 84 yury.romanov@credit-agricole-sa.fr 

すべてのプレスリリースは、www.credit-agricole.com – www.creditagricole.infoをご覧ください。 
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